[bookmark: _1kecvzw5lzib]① このデータの平均値、中央値、最頻値を求めなさい。
与えられたデータは「10, 15, 12, 18, 15, 20, 100」の7つです。 まず、データを小さい順に並べ替えます。 10, 12, 15, 15, 18, 20, 100
· 平均値 
すべての数値を合計し、データの個数（7）で割ります。 合計: 10 + 12 + 15 + 15 + 18 + 20 + 100 = 190 平均値: 190/7​≈27.1
 答え: 約27.1個
· 中央値 
 データを小さい順に並べたときの中央の値です。データは7個（奇数）なので、中央（4番目）の値が中央値となります。 答え: 15個
· 最頻値 
データの中で最も多く出現する値です。このデータでは「15」が2回出現しています。 答え: 15個
[bookmark: _ub9ahj6nrq9f]② 最も適切な代表値はどれか、理由とともに答えなさい。
最も適切な代表値: 中央値 (または最頻値)
理由: このデータには「100」という、他の値と比べて極端に大きい外れ値が含まれています。平均値は、このような外れ値に大きく影響されるため、普段の売れ行きよりもかなり多い「約27.1個」という実態からかけ離れた値になってしまいます。 一方で中央値は、データを順に並べた真ん中の値なので外れ値の影響を受けません。このデータでは中央値と最頻値が同じ「15個」であり、この値の方が「普段の1日の売上個数」としてより適切に状況を表していると言えます。
[bookmark: _z0g2nwg6zibf]③ このデータから読み取れることについて、説明しなさい。
このデータからは、「普段は1日に15個前後売れる商品だが、何らかの特別な理由で突出して多く売れた日が1日だけあった」ということが読み取れます。
平均値（約27.1個）と中央値（15個）の間に大きな差があることが、その根拠です。この差は、100個という外れ値によって生じています。
このことから、普段の売上は10個から20個の範囲に収まっていると考えられます。100個売れた日については、例えば「特売日だった」「テレビで紹介された」「団体客によるまとめ買いがあった」などの特殊な要因があったのではないかと推測できます。今後の売上を予測する際には、この特異な日を除外して考えるか、中央値を参考にすると、より現実に近い予測が立てられるでしょう。

